
全日本スーパーフォーミュラ選手権 2024 第６戦・第７戦
2024 年 10 月 12 日（土）〜 13 日（日）

富士スピードウェイ（静岡県）

　2024 年の全日本スーパーフォー
ミュラ選手権は、約２ヶ月弱のイン
ターバルで第 6 大会を迎えた。舞台は
チームの地元である、静岡県の富士ス
ピードウェイ。すでに合同テスト、第
4 戦と走行の実績もあるコースだ。
　ただ、今回のレースウイークは土曜
に第 6 戦、日曜に第 7 戦が行われる
１大会２レース制。また第 4 戦とは季
節も異なり、対応することが必要だ。
今シーズンたしかな成長をみせてきた
docomo business ROOKIE と 大 嶋
和也としては、季節の変化に合わせ上
位進出を狙いたいところだ。
　そんなレースウイークは、10 月
11 日（金）に行われた１時間 30 分
のフリー走行で始まった。気温 21 度
／路面温度 30 度というコンディショ
ンのもと、午後１時 40 分に走行がス
タートした。

　大嶋はコースイン後すぐにピットに
戻り、その後は６回のピットアウト
〜インを繰り返しながらセットアップ
を模索していったが、走行開始直後か
ら TGR コーナーでわずかにコースア
ウトしてしまうなど、どうにもコント
ロールできない状況だった。

「ぜんぜんクルマがおかしくて、まと
もに走れない」と大嶋が訴えるほど、
車両に不具合があることは明らかだっ
た。データ上にも異常が出ており、終
盤には１分 24 秒 849 というベスト
タイムを記録するものの、トップから
は 2.080 秒遅れの 21 番手。チーム
は走行後、大至急で車両のチェックに
取りかかった。
　チームの作業の結果、見つかったの
は駆動系のトラブル。走れないわけで
はないが、本調子にはほど遠い状況で
フリー走行を走っていたことになる。

　上位陣は１分22秒台で走っており、
ブレーキを踏む場所すらも違う。こ
のフリー走行で確認しようとしていた
セットアップはほとんど参考にならな
いことになってしまった。

　10 月 12 日（土）は朝からもう第
6 戦の公式予選が行われる。チームは
もてるデータを駆使してセットアップ
を調整。大嶋、石浦宏明監督と相談の
上で、翌日の予選に臨むことになった。

 2024 SUPER FORMULA Round .6/7

FUJI
All Photographs by Noriaki MITSUHASHI / N-RAK PHOTO AGENCY

フリー走行 10 月 11 日（金）　天候：晴れ　路面：ドライ



　公式予選終了から約５時間というイ
ンターバルで迎えた決勝レース。富士
スピードウェイは午前に続き晴天で、
気温 23 度／路面温度 32 度というコ
ンディションのもと、午後２時 50 分
に第 6 戦の決勝レースを迎えた。
　予選で 15 番手という位置につけ
ていた大嶋は、「スタートはそれほど
良くなかったのですが、その後の位置
取りが良かったです」とオープニング
ラップを 13 番手で終える。あと３ポ
ジション上げれば入賞圏内だ。
　ただ、「クルマが厳しかった」とい
う大嶋はその後は守りのレースを強い
られることになってしまった。富士ス
ピードウェイでの勝負どころは最終の

　晴天のもと行われたフリー走行から
一夜明け、迎えた 10 月 12 日（土）
は第 6 戦の公式予選、そして決勝レー
スが一日で行われる慌ただしいスケ
ジュールだ。
　午前９時からスタートした公式予選
Q1 で、大嶋はＡ組から出走した。ア
ウトラップからそのままピットに戻っ
た大嶋は、前日起きていた駆動系トラ
ブルが解消していることを確認。ふ
たたびコースインすると、タイヤを
ウォームアップさせアタックラップに
入っていった。
　大嶋はチェッカー周、１分 22 秒
903 までタイムアップ。前日からは

第６戦公式予選

第 6 戦決勝レース

10 月 12 日（土）　天候：晴れ　路面：ドライ

10 月 12 日（日）　天候：晴れ　路面：ドライ

一気に２秒もタイムを上げたが、やは
りセットアップ不足が響いたか、８番
手と Q2 進出はならなかった。
　ただ、それでも大嶋は「タイムには
満足していますよ。前日のセットアッ
プが参考にならない状況でしたから
ね」と予選を振り返った。いきなりラッ
プタイムが２秒違う次元で走行するこ
とは、常人にはまったく及ばない世界
でもある。大嶋のベテランならではの
経験が活きたかたちだ。
　結果的に、予選順位は 15 番手。上
位ではないが、ポイント圏内を見据え
る位置につけて午後の決勝レースに向
けて準備を進めることになった。

パナソニックオートモティブコーナー
からメインストレート、そして TGR
コーナーへのアプローチだが、「最終
コーナーのミドルで曲がらず、トラク
ションがぜんぜんかかりませんでし
た」とストレートに向けた攻防でス
リップストリームを使われてしまうこ
とになる。特に大嶋はダウンフォース
が大きめで、スリップを使われやすい
状況になっていた。
　大嶋は３周目、#12 三宅淳詞に先
行を許してしまい 14 番手に後退。さ
らに６周目には #39 大湯都史樹にも
かわされてしまう。
　そんな苦境から脱するべく、チーム
は 10 周を終えて大嶋をピットに呼び
戻した。得意のアンダーカットで大嶋
の順位を少しでも押し上げようという
狙いだ。
　作戦の甲斐もあり、大嶋はふたたび
#12 三宅の後方につけてレース中盤
を戦っていく。ポジションをわずかに
上げることができていたが、やはりそ
の後もペースの苦しさは変わらない。
39 周目、#20 国本雄資にオーバー
テイクを許してしまったが、これも
TGR コーナーでインを突かれるかた
ちとなった。
　フリー走行でのデータが参考になら
ない状況で週末をスタートさせること
になった大嶋だが、クルマのフィーリ

ングとしては公式予選よりも良くな
い。また第 4 戦では決勝のフィーリ
ングが悪くなかっただけに、「ちょっ
と期待していたんですが」と期待して
いた大嶋にとっては苦しいレースと
なってしまっていた。
　大嶋はなんとか 41 周のレースを戦
い抜き、最後は 15 位でフィニッシュ
することになった。作戦としては悪い
ものではなかったが、終わってみれば
グリッドどおりの順位。コース上でバ
トルに勝てない状況が最後まで響いて
しまうことになった。

「昨日の状況に比べればもちろん状況
は良くなっていますが……。予選で感
じることができていたグリップ感がぜ

んぜんなくて。スッキリしないレース
になってしまいました」と大嶋は悔し
い表情を浮かべた。
　翌日の午前９時にはすぐに第 7 戦
の公式予選がやってくる。docomo 
business ROOKIE の メ ン バ ー は、
夜遅くまで苦境からの脱出を目指し、
作業を続けた。



　前日の第６戦同様、公式予選から約
５時間というタイミングで迎えた第７
戦の決勝レース。docomo business 
ROOKIE はこのインターバルの間で
セットアップの大幅変更を施し、午後
２時 40 分からの決勝レースで大嶋は
18 番手からスタートを切った。
　大嶋は１周目、ひとつポジションを
上げて 17 番手で通過するが、大きく
変えたセットアップのフィーリングが
良い。入賞圏内をうかがうチャンスが
あるレースではなかなかトライできな
いセットアップの大変更だが、今回は
下位からのスタート。大嶋にとっても、
チームにとっても新たな気づきを得る
ことになった。

　苦しい戦いとなった第６戦から一夜
明けた 10 月 13 日（日）、前日同様
午前９時からは第７戦の公式予選がス
タートした。富士スピードウェイは引
き続き晴天で、気温 22 度／路面温度
26 度というコンディションとなった。
　Q1 のＡ組に出走した大嶋は、一度
ピットに戻った後、再度コースイン。
５周目、１分 23 秒 145 というタイ
ムを記録するが、前日の第６戦の予選
で記録されたタイムにも及ばず。９番
手で Q2 進出はならなかった。
　docomo business ROOKIE の メ
ンバーは、前日も夜遅くまで作業を続
け、大嶋が気持ち良く走ることができ
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10 月 13 日（日）　天候：晴れ　路面：ドライ
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るように作業を続けてきたが、大嶋の
期待どおりにはならなかった。

「コンディションは昨日の方が良かっ
たですね。第６戦で悪かったところを
改善して臨んだのですが、ひどい内容
ではなかったにしろ、ちょっと遅れて
しまいました」と大嶋は予選後に振り
返った。
　同じ晴天、同じような時間帯での予
選でも、わずかな差で変化してしまう
のがいまのスーパーフォーミュラの難
しさでもある。
　２日間でなかなか改善しないフィー
リングを前に、チームは決勝に向けて
大きなトライを行うことになった。

　２周目、大嶋は好感触とともに前を
追っていたが、その前方の集団のな
かで複数台が絡む接触が起き、１台が
ダンロップコーナーでストップしてし
まった。そのためレースは６周目まで
セーフティカーランとなる。この接触
により大嶋の順位は 14 番手にアップ
し、入賞圏内が見えてきた。
　７周目のリスタート時、タイミング
を合わされた #20 国本雄資に大嶋は
オーバーテイクされてしまうが、後に
これはセーフティカー退去後の手順違
反として、#20 国本にはペナルティ
が課された。
　これで順位はひとつ落ちたとはい
え、まだ 15 番手。上位は僅差でチャ
ンスも大きい。チームはピットインの
準備を進め、ウインドウがオープンし
た10周で大嶋をピットに呼び戻した。
　この機を逃すまいと、チームも迅速
な作業で大嶋を送り出し、同時にピッ
トに入った #20 国本の背後で大嶋は
ピットアウトする。
　このアウトラップでは、大嶋のタイ
ヤの温まりが良い。大嶋はチャンスを
活かすべく、メインストレートでオー
バーテイクシステムを使いながら、
#20 国本に並びかけていったが、イ
ン側には大嶋たちの翌周にピットイン
したライバルたちが連なっていた。
　#20 国本はイン側にアプローチし

ながらも、大嶋には抵抗しきれないと
して先行させようとしたが、ピットア
ウトした車両と重なり、ブレーキング
のポイントを誤ってしまう。
　アウトからオーバーテイクしてい
た大嶋に #20 国本がリヤをロックさ
せ接触してしまうかたちとなり、大嶋
はたまらずスピン。エンジンが停止し
てしまっており、大嶋はクルマを下り
ることになってしまった。#20 国本
には接触に対しペナルティが課され、
レース後大嶋のもとへ謝罪に訪れた。
　結果的に、大嶋の第７戦の結果はリ
タイア。金曜フリー走行からうまくい
かない流れだった週末を象徴するかの
ような結果となってしまった。

　しかし、この第７戦決勝でトライし
たセットアップは、大嶋と docomo 
business ROOKIE に新たな光明も
もたらした。次大会の鈴鹿はいよいよ
シーズンの締めくくりとなる。戦える
手ごたえを得つつも、いまだ結果が残
せていないシーズンを良いかたちで締
めくくるべく臨んでいく。



ドライバー／監督コメント

「第６戦はスタート直後の位置取りが良かったですが、その後はペースが悪かったですね。ストレー
トが遅く、ずっと合わされてしまい苦しかったです。スッキリしないレースでした。第７戦では、
この週末ずっと苦戦してしまっていたので、ガラッと変えたセットを試しました。動きもぜんぜ
ん違うものでしたが、良いところもありましたし、かなり可能性を感じるものだったと思います。
この流れでクルマを煮詰めていったらチャンスがあると思いますし、勉強になりました。接触で
リタイアとなってしまいましたが、入賞を目指せるレースだったと思います。悔しいですね。次
の鈴鹿はコース特性がまったく異なるので、このセットアップを踏襲して良いのかは分かりませ
んが、いろいろと考えていきたいですね。最終大会なので、なんとかしたいです」

「今回は１大会２レース制でしたが、金曜日のフリー走行でトラブルがあったことが週末に大きく
影響してしまったと思っています。トラブルは経験がなければ予見できなかったものだったので、
これを次に繋げなければなりませんが、大事な２レース制のときに出てしまったので、すごくもっ
たいなかったです。そこから挽回しようといろいろなトライをし、良いところもありましたが、
根本的に満足できる速さに到達できませんでしたね。最終的に第７戦の決勝で大きなチャレンジ
をしたところ、自分たちの想像よりも大嶋選手のフィーリングが良かったので、このレースをしっ
かり完走させてあげたかったです。常に今週末は流れがうまく掴めなかったと思います。ただ、
大事なことはこういう時に得られたものを、しっかり次に活かすことだと思っています」

DRIVER　 大嶋 和也　Kazuya OSHIMA

DIRECTOR　石浦 宏明　Hiroaki ISHIURA



全日本スーパーフォーミュラ選手権 第６戦・第 7 戦 リザルト

10 月 12 日　第６戦決勝

10 月 11 日　フリー走行

Pos. No. Driver Car Engine Laps Gap

1 36 坪井翔 VANTELIN TOM'S SF23 TOYOTA 41

2 15 岩佐歩夢 Red Bull MOTUL MUGEN SF23 HONDA 41 4.440

3 7 小林可夢偉 Kids com KCMG Cayman SF23 TOYOTA 41 4.853

4 5 牧野任祐 DOCOMO DANDELION M5S SF23 HONDA 41 5.704

5 8 福住仁嶺 Kids com KCMG Elyse SF23 TOYOTA 41 10.695

6 16 野尻智紀 Red Bull MOTUL MUGEN SF23 HONDA 41 11.363

7 65 佐藤蓮 PONOS NAKAJIMA RACING SF23 HONDA 41 11.898

8 64 山本尚貴 PONOS NAKAJIMA RACING SF23 HONDA 41 12.799

9 6 太田格之進 DOCOMO DANDELION M6Y SF23 HONDA 41 18.904

10 3 山下健太 REALIZE Corporation KONDO SF23 TOYOTA 41 22.070

11 19 N. デ・フリース ITOCHU ENEX TEAM IMPUL SF23 TOYOTA 41 22.280

12 37 笹原右京 VANTELIN TOM'S SF23 TOYOTA 41 33.979

13 20 国本雄資 ITOCHU ENEX TEAM IMPUL SF23 TOYOTA 41 36.920

14 12 三宅淳詞 ThreeBond Drago CORSE SF23 HONDA 41 37.074

15 14 大嶋和也 docomo business ROOKIE SF23 TOYOTA 41 38.614

16 4 小高一斗 REALIZE Corporation KONDO SF23 TOYOTA 41 48.280

17 53 Juju TGM Grand Prix SF23 HONDA 41 1'25.052

18 38 阪口晴南 VERTEX CERUMO･INGING SF23 TOYOTA 40 1Lap

19 55 大津弘樹 TGM Grand Prix SF23 HONDA 40 1Lap

R 39 大湯都史樹 VERTEX CERUMO･INGING SF23 TOYOTA 31 10Laps

R 50 木村偉織 San-Ei Gen with B-Max SF23 HONDA 24 17Laps

Pos. No. Driver Car Engine Time

1 65 佐藤蓮 PONOS NAKAJIMA RACING SF23 HONDA 1’22.769

2 15 岩佐歩夢 Red Bull MOTUL MUGEN SF23 HONDA 1’22.802

3 8 福住仁嶺 Kids com KCMG Elyse SF23 TOYOTA 1’22.910

4 5 牧野任祐 DOCOMO DANDELION M5S SF23 HONDA 1’23.035

5 16 野尻智紀 Red Bull MOTUL MUGEN SF23 HONDA 1’23.125

6 64 山本尚貴 PONOS NAKAJIMA RACING SF23 HONDA 1’23.225

7 36 坪井翔 VANTELIN TOM'S SF23 TOYOTA 1’23.274

8 38 阪口晴南 VERTEX CERUMO･INGING SF23 TOYOTA 1’23.438

9 7 小林可夢偉 Kids com KCMG Cayman SF23 TOYOTA 1’23.484

10 4 小高一斗 REALIZE Corporation KONDO SF23 TOYOTA 1’23.585

11 39 大湯都史樹 VERTEX CERUMO･INGING SF23 TOYOTA 1’23.675

12 3 山下健太 REALIZE Corporation KONDO SF23 TOYOTA 1’23.729

13 20 国本雄資 ITOCHU ENEX TEAM IMPUL SF23 TOYOTA 1’23.743

14 6 太田格之進 DOCOMO DANDELION M6Y SF23 HONDA 1’23.780

15 50 木村偉織 San-Ei Gen with B-Max SF23 HONDA 1’24.081

16 55 大津弘樹 TGM Grand Prix SF23 HONDA 1’24.106

17 19 N. デ・フリース ITOCHU ENEX TEAM IMPUL SF23 TOYOTA 1’24.108

18 37 笹原右京 VANTELIN TOM'S SF23 TOYOTA 1’24.181

19 53 Juju TGM Grand Prix SF23 HONDA 1’24.405

20 12 三宅淳詞 ThreeBond Drago CORSE SF23 HONDA 1’24.553

21 14 大嶋和也 docomo business ROOKIE SF23 TOYOTA 1’24.849

10 月 12 日　第６戦公式予選

Pos. No. Driver Car Engine Time

1 8 福住仁嶺 Kids com KCMG Elyse SF23 TOYOTA 1’21.726

2 6 太田格之進 DOCOMO DANDELION M6Y SF23 HONDA 1’21.730

3 16 野尻智紀 Red Bull MOTUL MUGEN SF23 HONDA 1’21.875

4 15 岩佐歩夢 Red Bull MOTUL MUGEN SF23 HONDA 1’21.946

5 38 阪口晴南 VERTEX CERUMO･INGING SF23 TOYOTA 1’22.011

6 65 佐藤蓮 PONOS NAKAJIMA RACING SF23 HONDA 1’22.081

7 36 坪井翔 VANTELIN TOM'S SF23 TOYOTA 1’22.091

8 64 山本尚貴 PONOS NAKAJIMA RACING SF23 HONDA 1’22.181

9 5 牧野任祐 DOCOMO DANDELION M5S SF23 HONDA 1’22.232

10 55 大津弘樹 TGM Grand Prix SF23 HONDA 1’22.281

11 7 小林可夢偉 Kids com KCMG Cayman SF23 TOYOTA 1’22.565

12 37 笹原右京 VANTELIN TOM'S SF23 TOYOTA 1’22.819

13 3 山下健太 REALIZE Corporation KONDO SF23 TOYOTA 1’22.794

14 12 三宅淳詞 ThreeBond Drago CORSE SF23 HONDA 1’22.875

15 14 大嶋和也 docomo business ROOKIE SF23 TOYOTA 1’22.903

16 50 木村偉織 San-Ei Gen with B-Max SF23 HONDA 1’23.121

17 39 大湯都史樹 VERTEX CERUMO･INGING SF23 TOYOTA 1’22.934

18 19 N. デ・フリース ITOCHU ENEX TEAM IMPUL SF23 TOYOTA 1’23.445

19 20 国本雄資 ITOCHU ENEX TEAM IMPUL SF23 TOYOTA 1’23.007

20 4 小高一斗 REALIZE Corporation KONDO SF23 TOYOTA 1’23.511

21 53 Juju TGM Grand Prix SF23 HONDA 1’24.027



全日本スーパーフォーミュラ選手権 第６戦・第 7 戦 リザルト

10 月 13 日　第７戦決勝

Pos. No. Driver Car Engine Laps Gap

1 36 坪井翔 VANTELIN TOM'S SF23 TOYOTA 41

2 8 福住仁嶺 Kids com KCMG Elyse SF23 TOYOTA 41 1.372

3 5 牧野任祐 DOCOMO DANDELION M5S SF23 HONDA 41 2.857

4 6 太田格之進 DOCOMO DANDELION M6Y SF23 HONDA 41 5.020

5 7 小林可夢偉 Kids com KCMG Cayman SF23 TOYOTA 41 5.686

6 15 岩佐歩夢 Red Bull MOTUL MUGEN SF23 HONDA 41 6.578

7 16 野尻智紀 Red Bull MOTUL MUGEN SF23 HONDA 41 8.476

8 3 山下健太 REALIZE Corporation KONDO SF23 TOYOTA 41 8.874

9 50 木村偉織 San-Ei Gen with B-Max SF23 HONDA 41 10.612

10 39 大湯都史樹 VERTEX CERUMO･INGING SF23 TOYOTA 41 11.343

11 19 N. デ・フリース ITOCHU ENEX TEAM IMPUL SF23 TOYOTA 41 7.083+5

12 4 小高一斗 REALIZE Corporation KONDO SF23 TOYOTA 41 12.153

13 55 大津弘樹 TGM Grand Prix SF23 HONDA 41 12.695

14 37 笹原右京 VANTELIN TOM'S SF23 TOYOTA 41 13.035

15 20 国本雄資 ITOCHU ENEX TEAM IMPUL SF23 TOYOTA 41 15.567

16 53 Juju TGM Grand Prix SF23 HONDA 41 16.630

38 阪口晴南 VERTEX CERUMO･INGING SF23 TOYOTA 32 9Laps

64 山本尚貴 PONOS NAKAJIMA RACING SF23 HONDA 32 9Laps

14 大嶋和也 docomo business ROOKIE SF23 TOYOTA 11 30Laps

12 三宅淳詞 ThreeBond Drago CORSE SF23 HONDA 1 40Laps

65 佐藤蓮 PONOS NAKAJIMA RACING SF23 HONDA –

10 月 13 日　第７戦公式予選

Pos. No. Driver Car Engine Time

1 36 坪井翔 VANTELIN TOM'S SF23 TOYOTA 1’21.880

2 16 野尻智紀 Red Bull MOTUL MUGEN SF23 HONDA 1’22.152

3 8 福住仁嶺 Kids com KCMG Elyse SF23 TOYOTA 1’22.218

4 5 牧野任祐 DOCOMO DANDELION M5S SF23 HONDA 1’22.272

5 65 佐藤蓮 PONOS NAKAJIMA RACING SF23 HONDA 1’22.319

6 3 山下健太 REALIZE Corporation KONDO SF23 TOYOTA 1’22.340

7 64 山本尚貴 PONOS NAKAJIMA RACING SF23 HONDA 1’22.457

8 39 大湯都史樹 VERTEX CERUMO･INGING SF23 TOYOTA 1’22.633

9 7 小林可夢偉 Kids com KCMG Cayman SF23 TOYOTA 1’22.789

10 55 大津弘樹 TGM Grand Prix SF23 HONDA 1’22.849

11 38 阪口晴南 VERTEX CERUMO･INGING SF23 TOYOTA 1’23.374

12 15 岩佐歩夢 Red Bull MOTUL MUGEN SF23 HONDA 1’29.497

13 50 木村偉織 San-Ei Gen with B-Max SF23 HONDA 1’22.890

14 6 太田格之進 DOCOMO DANDELION M6Y SF23 HONDA 1’22.940

15 37 笹原右京 VANTELIN TOM'S SF23 TOYOTA 1’23.017

16 12 三宅淳詞 ThreeBond Drago CORSE SF23 HONDA 1’23.066

17 19 N. デ・フリース ITOCHU ENEX TEAM IMPUL SF23 TOYOTA 1’23.161

18 14 大嶋和也 docomo business ROOKIE SF23 TOYOTA 1’23.145

19 4 小高一斗 REALIZE Corporation KONDO SF23 TOYOTA 1’23.408

20 20 国本雄資 ITOCHU ENEX TEAM IMPUL SF23 TOYOTA 1’23.188

21 53 Juju TGM Grand Prix SF23 HONDA 1’24.078



ROOKIE Racing の活動は、多くの皆さまのご協力によって支えられています


